






気管支喘息およびアトピー性皮膚炎における IgG 免疫グロブリンの役割については明らか

にされていない。この原因の一つとして,特定のアレルゲンに対する特異1gG 抗体の測定が

容易でないことがあげられるが,IgG 免疫グロブリンの色物学的機能が,サプクラスによっ

て異なっていることが最も重要であると考えられる。たとえば,血清中の特異 1gG抗体は,

抗原と IgE抗体への結合に対し,競合し得るが,一方 1gG4 抗体は,肥満細胞に結合し得るた

め,そのレアギン活性も考えられる。IgG サブクラス特異抗体を作製することにより,特定

のアレルゲンに対する IgG 抗体のサプクラスを明らかにすることができるならば,そのア

レルギー反応における役割を明らかにすることが可能であると思われる。 


